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第１章 事業計画 

1 調整池諸元の算定根拠 

計画地内の№1～№8調整池諸元の算定根拠は、以下に示すとおりである。 

 

【№1調整池】 
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【№2 調整池】 
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【№3 調整池】 
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 総括表 

 調整池 3 
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【№4 調整池】 
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 総括表 

 調整池 4 
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【№5 調整池】 
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 総括表 

 調整池 5 
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【№6 調整池】 
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 総括表 

 調整池 6 

 



 

- 資 1-51 - 

【№7 調整池】 
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 総括表 

 調整池 7 
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【№8 調整池】 
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 総括表 

 調整池 8 
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2 香坂ダムへの影響シミュレーション 

方法書（再実施）に対しての佐久市長意見として、令和元年東日本台風規模の降雨

を想定したうえでも十分な容量を確保した調整池であることの検証、また計画地下

流側に位置する香坂ダム（農地防災ダム）に及ぼす影響や対策を令和元年東日本台風

（台風19号）の際に観測した雨量を基にシミュレーションし検証を行うようご指摘を

いただいた。 

以下に、香坂ダムの基本データ及び令和元年東日本台風（台風19号）の際の香坂ダ

ムでの降水量観測 データを示し、その観測雨量が発生した想定で本事業計画地内調

整池と香坂ダムとの関連をシミュレーション解析し、その影響を予測評価する。 

 

(1) 香坂ダムの基本データ  

香坂川はその流域河状等により、明治40年の大水害を始め昭和34年の災害に至る

まで多くの被害を受けてきた。その対策事業として、昭和49年3月に洪水調節を目的

とした農地防災ダム（高さ38.5ｍ、堤長184.0ｍのロックフィルダム）である香坂ダ

ムが建設された。 

以下に、香坂ダムの水理諸元を示す。          

            

 

 

 

 

 

 

「県営農地防災事業香坂

ダムしゅん工記念集」 

昭和 49 年長野県佐久市よ

り抜粋 
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「県営農地防災事業香坂ダムしゅん工記念集」 昭和49年長野県・佐久市より抜粋 
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(2) 香坂ダム降水量観測データ 

 令和元年東日本台風（台風19号）の際の香坂ダムでの降水量観測データを以下に

示す。 

 

･･･1時間あたりの降水量を計測 佐久市耕地林務課より入手（令和2年10月）

3:00

2:00 3

降雨時刻
降水量
(ｍｍ)

1:00

2019/10/12 0:00 0

4

20:48 2

2

3

5

13:08

14:28 8

23:48 0

23:38 0

降雨時刻
降水量
(ｍｍ)

6

6

降雨時刻
降水量
(ｍｍ)

12:48 5

12:18 3

12:28 4

16:18 3

降雨時刻
降水量
(ｍｍ)

0

1

1

021:38

1

20:58

21:48

4:00 9

13:28 6

4

13:18 4

12:58

19:28 5

14:18

5:00 12

13:38 4

18:48 3

14:08

8:00 13

6

13:58

13:48

418:38

418:28

7:00 7

6

19:18 4

6:00 7

6

19:08

18:18

18:08

18:58 4

9:08 3

19:38 6

4

15:38 4

10:08 3

15:28

10:38 3

11:00 1

10:48 2

15:18 4

10:00 3

20:18 4

9:38 3

14:58 5

20:08 3

15:58 4

10:28 2

10:18 3

9:18 3

14:38 6

9:00 22

6

9:28

9:48 2

15:08 3

022:282

14:48 4

17:38 4

17:48 4

11:38 3

16:58 3

11:28 3

11:18 1

11:08 3

16:48 4

16:38 5

16:28 4

21:58

21:08 1

21:18 1

022:18

0

0:28 0

11:48 2

17:08 3

4

16:08 3

15:48 3

19:58 4

19:48 6

0:18

12:00 3

17:18 3

23:58 0

2019/10/13

12:08 3

17:28 4

0:08 0

23:18 0

12:38 5

17:58 4

23:28 0

20:28 2

20:38 2

0:38 0

21:28

22:58 0

23:08 0

022:38

022:48

22:08

 

 

香坂ダムでは、令和元（2019）年10月12日0：00より22：00までの22時間において、

総雨量357ｍｍ、最大降水量10分間に8mm（降雨強度48mm/hr）が記録されている。 

参考のために、北佐久領域の降雨強度式より算定した50年確率及び100年確率の降

雨ハイエトグラフを以下に示す。 
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香坂ダムでは洪水調節能力として、計画基準雨量を50年確率にて計画している。 

この降雨特性と比較すると、令和元年東日本台風（台風19号）での香坂ダムでの降

雨は、ピーク雨量としては10分あたりの確率降雨24～27mmに対し8mmと少ないが、総

雨量が3倍以上あり、その降雨継続による異常性が認められる。 
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(3) 計画地内調整池と香坂ダムとの関連シミュレーション 

① 流域系統 

香坂ダム流域図及び流域系統図を以下に示す。計画地内調整池流域は、香坂ダム

流域14km2のうち、0.59km2（4.2％）となる。 
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② 本事業実施前後の香坂ダムへの影響予測比較 

本事業計画の開発による香坂ダムへの影響の有無を確認する手法として、香坂ダ

ムが設計どおりに機能していることを前提条件に、令和元年東日本台風（台風19号）

の香坂ダム観測降水量が降った際に、本事業計画がない現状の状態と、本事業計画

が実施された際を想定した状態の香坂ダムの水位変動を追跡計算比較し、洪水吐か

ら越流した時刻の差異等のシミュレーション検証を行う。 
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本事業計画が実施されていない現在の状態において、令和元年東日本台風（台風1

9号）の降雨が香坂ダムへ流入した場合には、前述の設計条件において貯留追跡計算

を行った結果、15：53には洪水吐高まで水位が上昇し、洪水吐より越流することと

なる。 

それに対し、本事業計画が実施された際を想定すると、15：54に洪水吐高まで水

位が達し越流することとなる。  

香坂ダムは洪水調節能力として、計画基準雨量を50年確率にて計画している。 

したがって本事業計画地内の調整池は、50年確率まで洪水調節機能を有していれ

ば、香坂ダムの機能を阻害することはないと判断する。 

しかし、近年のゲリラ豪雨等想定外の降雨の発生を踏まえ、計画地内調整池は100

年確率降雨でも貯留可能な容量を確保すべく貯留追跡計算を行っている。 

その結果、計画地内調整池が香坂ダムの貯水すべき容量の一部を負担し、更に放

流量を調整しながら排出することで、香坂ダムへの流入量は降雨ピーク前は現状に

比べ減少し、その分降雨ピーク後はその調整池からの流出抑制放流により増加する

傾向がうかがえる。 

計画地内調整池による香坂ダムへの流出抑制効果は、越流時刻の遅延という尺度

で判断すれば、僅かに1分程度にとどまるものであった。これは香坂ダム流域14km2

に対し、当計画地内調整池流域が0.59km2と僅か4.2％であったものが原因と考察す

る。 

 

③ 計画地内調整池と香坂ダムの連動性についての影響予測 

事業の実施にあたっては、実施者としてできる限り環境、防災への影響を緩和す

るために、計画地内調整池の洪水調節機能を長野県基準とする50年確率降雨を上回

る100年確率降雨とする計画である。 

これにより、令和元年東日本台風（台風19号）での降雨実績を用いた計画地内調整

池による下流側香坂ダムへの影響は、本事業計画実施前後の香坂ダムの洪水吐越流

時刻比較による遅延や、香坂ダム洪水吐越流時刻にみる計画地内調整池の洪水吐越

流時刻の連動性維持にみられるように、環境への影響については、事業者の実行可

能な範囲内でできる限り低減されていると考える。 
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3 雨水浸透施設の設置計画 

3.1 雨水浸透施設の設置計画 

本事業では、雨水浸透を促進するため、雨水浸透施設の有効配置を検討した。 

(1) 浸透試験結果 

現地浸透試験は、「増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・設計編」（公益

社団法人雨水貯留浸透技術協会編）に従って実施した。 

試験方法は、土研法（円筒型底面浸透）の定水位法により行った。 

試験地点の選定は、盛土を行わない地山もしくは切土域で、比較的浸透施設設置

が容易な場所で、それぞれの計画浸透面が土質分類的に異なる箇所を６地点選定し

た。 

No.5 GL-0.70m シルトまじり砂 6.41×10-5

No.6 GL-1.00m 粘性土 7.11×10-6

No. 試験深度 試験地盤の土質 飽和透水係数 k0[m/s]

No.1 GL-0.70m 黒ボク 4.99×10-5

No.2 GL-1.00m シルトまじり砂 4.99×10-5

No.3 GL-0.85m シルトまじり砂 3.70×10-5

No.4 GL-1.20m 礫まじり砂 1.48×10-4

 

浸透試験の結果、No.6は粘性土で地下水位も高く浸透施設設置は不適当なため、

その他の結果のなかで、安全側を考慮し最も数値の低い飽和透水係数k0＝3.70×10-5

m/sを浸透施設設計に採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸透試験地点

位置図 
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(2) 円筒ます（スティックフィルター）設計浸透量の算定 

「増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・設計編」（公益社団法人雨水貯留浸

透技術協会編）による各種浸透施設の比浸透量を比較すると、円筒ます型浸透施設は、ト

レンチ型や正方形ます型に比べ、浸透施設掘削容量当たりの浸透能力がトレンチ型の

約 10 倍、正方形ます型の約 7 倍となる。 

当計画では、この円筒ます型浸透施設（製品名：スティックフィルター）を配置する。 

以下に、スティックフィルターの概要を掲載する。 

※スティックフィルターは、平成 29 年 7 月 1 日付けで『JS ドレーン工法』という技術名

で公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会の技術評価認定を受けている。 
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スティックフィルター（H＝3.0ｍ）の設計浸透量を算定する。 

円筒ます比浸透量算定式（側面および底面浸透）の適用範囲の確認は以下のとおり

である。 

設計水頭H＝3.0ｍ ≦5.0ｍ … OK 

施設規模D=0.15ｍ 0.2ｍ≦D＜1.0m … 適用範囲以下であるが技術評価認定済み 

 

 

「増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・設計編」より抜粋 

比浸透量 Kf ＝aH²＋bH＋c

＝1.016×3.0²＋1.921×3.0＋0.198　

＝15.105㎡

a＝ 0.475D＋0.945 ＝1.016

b＝ 6.07D＋1.01 ＝1.921

c＝ 2.570D-0.188 ＝0.198

基準浸透量 Qf ＝k0×Kf

＝0.000037×15.105

＝0.000559㎥/s

設計浸透量 Q ＝C1×C2×Qf

＝0.9×0.9×0.000559

＝0.000453㎥/s/基

＝1.631㎥/hr/基  

(3) 円筒ます（スティックフィルター）の配置計画 

浸透施設として選定した円筒ます（スティックフィルター）を適正に配置するため

の基本条件を以下に示す。 

① 降雨の際の表流水を遅滞なく調整池へ導くための排水路（ベンチフリューム等開渠）

を流下する雨水を、効率よく地下浸透させるために、雨水排水路上に集水ますおよび

円筒ますを配置する。 

② 切土エリアに配置する。また、表土である黒ボクも比較的透水係数が良好なため、表土

保全エリアも配置対象エリアとする。 
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③ 地下水位がGL-3.0m以深となる範囲を配置対象エリアとする。従って、沢地形となる調

整池予定地付近および直上は地下水位が比較的高いため、配置対象としては不適とな

る。 

④ 東日本高速道路株式会社による地すべり対策事業上流側では、その起因材料として

考えられる地下水を助長することとなる浸透施設の配置対象エリアから除外する。 

⑤ 少量の降雨でも円筒ますの設計浸透量が最大限発揮できるように、排水路の流域面

積がなるべく大きくなるよう配置を選定する。 

 

以上の基本条件を踏まえ、浸透施設配置計画図（切盛重ね図）に示すとおり、合計

20ヶ所に円筒ますを配置する計画とした。 

また、浸透施設配置計画図（流域重ね図）に、各調整池系統別の円筒ます流域面積

を明示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨水浸透施設配置計画図（切盛重ね図） 
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浸透施設配置計画図（流域重ね図） 
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4 建設機械及び工事用車両の台数 

工事期間における建設機械の稼働台数及び工事用車両の走行台数（片道）は、以下

に示すとおりである。 
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工
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建
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稼
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建
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台
数

：
計
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地
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土
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造
成
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工
事
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4
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12
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8
8

8
8

0.
25
m3
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
根
株
削
孔
機
）

8
8

8
8

8
8

8
8

0.
45
m3
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
転
石
処
理
）

8
8

8
8

8
8

8
8

7ｔ
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
（
フ
ォ
ー
ク
仕
様
）

1
1

2
2

2
1

1

特
高

変
電

所
設

置
工

事
0.
25
m3
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
受
電
設
備
）

3
3

3
3

3
3

3

2
8

1
2

1
8

2
4

2
3

4
4

4
2

3
8

4
0

4
0

3
3

3
3

3
3

9
1
1

1
1

1
1

0
0

0
0

0
2

準
備
工
事

2ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー

2
2

2
2

2
2

2
2

5ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー
運
搬
車

2
3

3
3

3
3

3
3

10
ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー
運
搬
車

1
1

1

10
ｔ
搬
出
ト
ラ
ッ
ク

2
3

3
3

3
3

3
3

20
ｔ
搬
出
ト
ラ
ッ
ク

2
3

3
3

3
3

3
3

2ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

1
1

1
1

1
1

1
3

6
6

6
6

6
6

5ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
(ク

ロ
ー
ラ
ー
)

1
1

1
1

1
1

1
3

3
3

3
3

3

4ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

1
1

1
1

1
1

10
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

5
5

5
2

1

生
コ
ン
車
（
4㎥

/台
）

4
4

3
3

ポ
ン
プ
車
(1
00
～
20
0㎥

/日
)

2
2

1
1

10
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

1
1

1
1

1

10
ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー
ダ
ン
プ

6
6

6
6

6

4ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
（
ユ
ニ
ッ
ク
）

8
8

8
8

8
8

8
8

5ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー
運
搬
車

8
8

8
8

8
8

8
8

2ｔ
ク
ロ
ー
ラ
ー
フ
ォ
ー
ク

8
8

8
8

8
8

8
8

4ｔ
ト
ラ
ッ
ク
（
低
床
）

2
2

2
2

2

10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
（
低
床
）

4
4

4
4

1

生
コ
ン
車
（
4㎥

/台
）

3
3

2ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

6
12

12
12

12
12

12
9

3
3

4ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

3
3

3
3

3
3

3

10
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
低
床

2
2

2
2

2

ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン
25
ｔ

1
1

1
1

2
1
0

1
0

1
0

2
7

2
4

5
4

5
6

4
6

4
3

4
3

3
7

4
8

4
8

2
7

2
9

2
9

2
9

1
1

3
3

0
0

2

4
1
8

2
2

2
8

5
1

4
7

9
8

9
8

8
4

8
3

8
3

7
0

8
1

8
1

3
6

4
0

4
0

4
0

1
1

3
3

0
0

4

建 設 機 械 運 搬 車 両区 分
建
設
機
械
の
種
類

防
災
工
事

(流
末
・
調
整

池
工
等
)

防
災
工
事

(
流

末
・

調
整

池
工

等
)

工
種

令
和

5
年

令
和

6
年

伐
採
工
事

造
成
工
事

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
工

事
（

基
礎

工
、

架
台

設
置

工
、

パ
ネ

ル
設

置
工

等
）

計

伐
採
工
事

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
工

事
（

基
礎

工
、

架
台

設
置

工
、

パ
ネ

ル
設

置
工

等
）

特
高

変
電

所
設

置
工

事

計

合
　

計

造
成
工
事



 

- 資 1-85 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工
事

期
間

に
お

け
る

工
事

用
車

両
の

走
行

台
数

（
片

道
）

 
■

工
事

用
車

両
の

台
数

：
計

画
地

内
の

土
地

造
成

等
の

工
事

関
連

令
和

4
年

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
2

2
2

2
2

2
2

2

10
ｔ

セ
ル

フ
（
重

機
運

搬
）

1
1

1
1

1

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
2

3
3

3
3

3
4

4
1

10
ｔ

セ
ル

フ
（

重
機

運
搬

）
1

9
2

9
2

20
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー
（

重
機

運
搬

）
2

2

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
1

1
1

1
1

1
1

3
6

6
6

6
6

6

10
ｔ

セ
ル

フ
（

重
機

運
搬

）
1

1
1

1
1

1

20
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー
（

重
機

運
搬

）

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
4

4
8

7
2

1

10
ｔ

セ
ル

フ
（

重
機

運
搬

）
1

1
1

1
1

20
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー
（

重
機

運
搬

）
2

1
1

1
1

生
コ

ン
車

（
4㎥

/台
）

5
11

3
3

ポ
ン

プ
車

(1
00
～

20
0㎥

/日
)

1
1

1
1

普
通

車
（

通
勤
車

両
）

6
6

6
6

6

10
ｔ

セ
ル

フ
（

重
機

運
搬

）
1

1

20
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー
（

重
機

運
搬

）
1

1

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
1

1
18

18
38

38
38

46
46

46
30

30
10

10

10
ｔ

セ
ル

フ
（
重

機
運

搬
）

8
8

20
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー
（

重
機

運
搬

）
1

1
1

1

10
ｔ

ト
ラ

ッ
ク

（
低

床
）

4
4

4
4

1

生
コ

ン
車

（
4㎥

/台
）

3
3

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4

10
ｔ

セ
ル

フ
（

重
機

運
搬

）
1

1

20
ｔ

ト
ラ

ッ
ク

（
電

気
設

備
）

ポ
ン

プ
車

(1
00

～
20

0㎥
/日

)

1
2

3
3

2
2

1
6

2
2

1
4

5
4

1
2

6
1

8
0

1
0

3
0

0
0

0
0

1

2
5

7
7

1
3

1
2

3
0

2
9

4
7

4
8

4
8

5
4

5
6

5
6

4
0

4
2

2
2

2
2

4
4

4
0

0
2

3
7

1
0

1
0

3
5

2
8

5
2

4
3

5
2

5
2

6
0

6
0

5
7

6
4

4
0

4
3

2
2

2
5

4
4

4
0

0
3

■
工

事
用

車
両

の
台

数
：

計
画

地
外

の
送

電
線

地
下

埋
設

工
事

関
連

年
令

和
4
年

月
12

月
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月

普
通

車
（

通
勤

車
両

）
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

5
5

5
5

4
2

2

2ｔ
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

4ｔ
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

1
1

ケ
ー

ブ
ル

延
線

車
1

1
1

ケ
ー

ブ
ル

作
業

車
2t

2
2

2
2

2
2

2

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

13
ｔ

1
1

10
ｔ

低
床

（
重

機
運

搬
）

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

10
ｔ

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
（

残
土

・
廃

ｱｽ
ﾌｧ

ﾙﾄ
運

搬
）

2
10

1

0
2

2
2

5
5

4
4

4
6

4
4

4
4

1
3

3
3

2
2

5
6

0
0

0

0
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

5
5

5
5

4
2

2
0

0
0

0
4

4
4

7
7

6
6

6
8

6
6

6
6

1
8

8
8

7
6

7
8

0
0

0

■
工

事
用

車
両

の
台

数
：

計
画

地
内

の
土

地
造

成
等

の
工

事
関

連
＋

計
画

地
外

の
送

電
線

地
下

埋
設

工
事

関
連

令
和

4
年

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

1
4

5
5

2
7

2
1

2
6

1
8

9
1
0

1
6

1
0

5
1
2

1
3

4
3

5
2

5
6

0
0

1

2
7

9
9

1
5

1
4

3
2

3
1

4
9

5
0

5
0

5
6

5
8

5
8

4
5

4
7

2
7

2
7

8
6

6
0

0
2

3
1
1

1
4

1
4

4
2

3
5

5
8

4
9

5
8

6
0

6
6

6
6

6
3

7
0

5
8

5
1

3
0

3
2

1
0

1
1

1
2

0
0

3

0
.
8
3

3
.
2
7

4
.
1
0

4
.
1
0

2
0
.
3
7

1
5
.
9
7

2
0
.
5
5

1
4
.
6
9

9
.
1
2

9
.
9
0

1
4
.
2
5

1
0
.
2
2

6
.
7
0

1
1
.
7
7

1
1
.
8
1

5
.
3
9

3
.
6
1

5
.
0
6

1
.
8
7

3
.
9
4

4
.
6
7

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
8
3

0
.
0
2

0
.
0
6

0
.
0
8

0
.
0
8

0
.
4
0

0
.
3
1

0
.
4
0

0
.
2
8

0
.
1
7

0
.
1
8

0
.
2
7

0
.
1
9

0
.
1
2

0
.
2
2

0
.
2
2

0
.
0
9

0
.
0
6

0
.
0
9

0
.
0
3

0
.
0
8

0
.
0
9

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
2

9
0
.
4

9
6
.
3

9
7
.
3

9
7
.
3

1
0
3
.
6

1
0
2
.
6

1
0
4
.
0

1
0
2
.
8

1
0
1
.
8

1
0
2
.
1

1
0
3
.
1

1
0
2
.
3

1
0
1
.
3

1
0
2
.
8

1
0
2
.
4

1
0
0
.
4

9
8
.
4

9
9
.
2

9
4
.
6

9
6
.
8

9
7
.
5

0
.
0

0
.
0

9
0
.
4

1
5

5
9

7
4

7
4

3
6
6

2
8
7

3
7
0

2
6
5

1
6
6

1
8
0

2
5
8

1
8
6

1
2
3

2
1
4

2
1
4

9
9

6
6

9
2

3
4

7
1

8
4

0
0

1
5

大
気

質
：

N
O
x
排

出
量

ベ
ー

ス
（

排
出

係
数

(
g
/
k
m
･
台

)
×

台
数

）

大
気

質
：

P
M
排

出
量

ベ
ー

ス
（

排
出

係
数

(
g
/
k
m
･
台

）

騒
音

：
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
ベ

ー
ス

（
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
(
d
B
)
×

台
数

）

振
動

：
小

型
車

換
算

台
数

（
大

型
車

台
数

×
1
3
＋

小
型

車
台

数
）

大
型

車

工
事

用
車

両
の

種
類

工
種

防
災

工
事

(
流

末
・

調
整

池
工

等
)

準
備

工
事

伐
採

工
事

令
和

5
年

令
和

6
年

工
種

令
和

6
年

令
和

5
年

小
型

車
（

通
勤

車
両

）

造
成

工
事

太
陽

光
発

電
設

備
設

置
工

事
（

基
礎

工
、

架
台

設
置

工
、

パ
ネ

ル
設

置
工

等
）

特
高

変
電

所
設

置
工

事

合
　

計

令
和

6
年

大
型

車

送
電

線
地

下
埋

設
工

事

小
型

車
（

通
勤

車
両

）

大
型

車

合
　

計

小
型

車
（

通
勤

車
両

）

合
　

計

年 月

令
和

5
年


